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32)田中 (上野)光子,松井正文 (2002)タゴガエルの
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34)植田康次,岡本誉士典,戸田千登世,橋本油松,淡
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◇講演

1) Hirai, H. (2003) Comprehensive analyses on
subspeciation of agite gibbon'S: a whole arm
translocationbetweenchromosomes8and9(W 8/9)

inagilegibbons.JoumalCluborPrimateResearch
Center,BogorAgriculturalUniversity(Feb.2003,Bogor,
Indonesia).

附属施設

○ニホンザル野外観察施設
渡退邦夫(施設長併任),室山泰之

田中俊明(教務補佐員)

近年野生ニホンザルの人里-の接近と農作物被害
の増加が全国各地から報告されるようになり,日本固有

種であるニホンザルの保讃･管理に対する取り組みの必

要性が指摘されている.このような情勢の中,本施設で

は,ニホンザル個体群や生息環境の変化を把握するこ
とが保護･管理を考える上で不可欠であるとの認矧 こ立

ち,基本的な生憶学的㌍料を各地で継続的に収先する
体制を整えることを長期的な目標として研究活動をお

こなっている.また,野生ニホンザルの保護 ･管理にか

かわる研究にも積極的に取り組んでいる.

例年どおり,各研究林でおこなわれている長和的な

調査にスタッフができるだけ参加 し,各地での研究活

動の現況の把握に努めた.具体的には,屋久島西部林道

地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた.また,保

誰 ･管理に直接かかわる活動としては,被害管理のため

の益雄的調査および突放などがおこなわれた.

現在の施設33I蔓常は,下北 ･屋久島 ･串良の3研究林 ･

観察ステーションに重点をおいておこなっている.上信

越 ･木曽研究林での研究活動については,保全生物学 ･

野生動物管理学分野-の取り組みとも相まって,将来の

新たな形での再編成を模索しているところである.その

ほか,ニホンザルにかかわる文献のデータベースを作成

し,公開をめざして現在準備中である.

2002年度の各地ステーションの状況は,次の通り
である.

I.幸島観察所
幸島では 1953年に餌付けが成功して以来,全頭個

体陀別に基づいた群れの長期継続観察が行われている.

2002年には 16i7Bの出産があったが,内 13頭が死亡す

るという例年にない厳しい年であった.その他にも2002

年 1月第 1位オスだったケムシをはじめとして7頭が死

亡している. 台風の形轡で秋から冬にかけての主食で

ある種子類の生りが窓かったこと,春先の寒さが長く続

いたことなどがその大きな理由であると思われる.2003

年 3月未の時点での総個体数は.マキグループ約 10頭

を含め,96頭である.主群では事由に当初から存在し

た家系毎の個体数に,優劣によって大きなちがいが生ま
れてきている.大半の個体がサンゴ (3代目メス研ウメ

の祖母)家系の個体で占められるようになっており,也

の家系の子孫はいつ途絶えてもおかしくない状態にあ

る.またメス頭であったメギ (ウメの子)が死亡し,班

のメロンが体調を崩している問に,チガヤ (ウメの姉の

ウリの子)が力をつけて,一時的にはメス頭の地位を奪

った状態にある.また節 1位オスであるホタテ (ウメの

妹ウツギの子)以下,群れの主たるオスたちも僚位家系

出身の兄弟で占められており,幸LTJで長く続いた節 1位

オスは劣位家系からという伝統も変わってしまった.

今年度は深谷もえ (霊長研 ･生態機構)によって採

食選択の研究が行われた他,森明雄 (霊長研･生協機構)

によって成長遅延の研究が継続された.串間市による幸

島サル検討会では幸島内の整備や保全芥についての検

討が行われ,管理計画の見直しが進められている.また

幸島のサル観察を最初の時期から継続してこられた三

戸サツエ氏の資料と写真の整理作業が,21世紀coEの

支援を受けて黒木さつき (研究支援推進員)によって行

われた.

文部技官として1969年8月 1日以降33年にわたっ

て勤続した山口直嗣が2002年12月末日をもって退職し,

あらたに鈴村崇文が2003年 1月 1日より勤務についた･.

2.下北研究林

下北半島に生息するニホンザルはこれまで通り複
数の調査グループによって,調査が継続されている.北

西部に関しては,佐井村教育委員会が中心となって佐井

村 ･大間町近辺の調査を継続しており,田中俊明が参加

した.冬の一斉調査で,Z2群が3群に分裂していること

が確認された.Y群については,サブグルこビングが観

察されたが,分裂には至っていないようである.Ml群
が分裂したことは以前から把握されていたが,その分裂

群が今回の調査で直接観察により確認された.南西部に

関しては,松岡史朗を中心とした下北サル調査会が,脇

ー57-



野沢村近辺の調査を行なっている.こちらの調査にも田

中が参加したが,冬の⊥斉調査では,A2-84群,A2-85群

の2群が,遊動域を東-と拡大していることが確認され

た.また,A2-84群のサブグルーピングが観察された.

この群れは,90頭以上の個体数になっており,近い将来

に分裂することが予想される.なお,北西部のサルにつ

いては,堀内史朗 (京大 ･理 ･人類進化論)がオスの社

会関係に関する調査を行なった.全体的には,これまで

にも半島のサルの分布拡大および個体数増加が指摘さ

れ続けてきたが,今年度の調査でもその傾向は依然とし

て認められた.保護管理の問題も視野に入れると,下北

のサルを調査する様々なグループと連携をとり合いな

がら,今後も半島全域の状況を把握していく必要があり

そうだ.

下北の調査活動に長 く携わってきた足沢貞成が

'2002年3月末をもって退職し,田中俊明が教務補佐員と

して勤務についた.ただし主たる勤務地は犬山であり,

野外施設の業務を行ないながら,下北研究林での調査活

動を行っている.

3.上信越研究林

今年度は上信越研究林における野外調査はおこな

われなかった.近年は多数のハイカーが入山するように

なり,この地域の変化は著しい.上信越研究林全体とし
ての調査計画を再編する必要に迫られている.なお奥志

賀前ruJiにあった上信越観察ステーション小屋は 2002年

夏を限りに撤収することとなり,撤去作業が窄われた.

4.木rX'研究林

木曽研究林では短期的な継続調査が行われた.全体

に以前とさほど変わらず,猿害が激化した兆候は確認さ

れなかった.群れや個体数の変動に関しての情報は少な

いが,この地域の個体群に大きな変化は確認されていな
い.

5.屋久島研究林

屋久島研究林における研究活動は今年度も活発で

あった.ヤクシマザルの迫伝的変異を指標とした集団構

近 (早石 :京大 ･理 ･人類進化論),ヤクシマザルの発

声行動 (香田 :霊長研 ･認知学習),ヤクシマザルの昆

虫食 (満野 :鹿児島大 ･地球環境科学),集落周辺の食

物利用可能性 (DavidHill:Univ.Sussex)などをテーマ

とした研究がおこなわれた.また夏期には,好磨昇一

(髄谷大)らによる上部域での分布調査や杉浦秀樹 (塞

長研 ･社会構造)などによる西部林道地域の個体群調査

も継続されている.短期的に屋久島を訪れる研究者の数

は多く,研究対象もサルやシカ,コウモリなどの晴乳類

だけでなく,J帽虫両棲類や植物など多岐にわたっており

今後も屋久島研究林とその周辺での研究活動は活発な

ことが予想される.このような研究活動を目的とした屋

久島ステこションの利用は近年たい-ん多くなってい

るが,現在のところ維持 ･運営は円滑に行なわれている
また,研究成果を社会に還元する事を目的とした教

育普及活動も,引き続き活発に行われている.全国から

大学生を募集し,屋久島でフィール ド･ワークの基礎を

体験する ｢第4回屋久島フィール ドワーク講座｣が昨年

度に引き続き開催され,多くの研究者が講師を勤めた

(主催 :上屋久町,共催 :京都大学霊長類研究所,京都大
学生態学研究センター).若手研究者が中心となった屋

久島研究自然教育グループによって,地元住民を対象と
したイスライド講演会｣が今年度も開催された.

}研究概要

A)ニホンザルの社会生態学的,とくに自然群の環境利

用と個体群の構造に関する研究

渡追邦夫,室山泰之,

田中俊明(教務補佐員)

ニホンザルの群れが広域にわたって連続的に分布

している下北半島において長期的な変動を把握するた

めの調査を行った.また北限のサルの生態と生存のため

の条件を明らかにするため,下北半島西部海岸地域を中

心に継続的な調査を行っている.

B)幸島のサルの社会生態学的研究

渡通邦夫,室山泰之,

山口直嗣(文部科学技官),
冠地富士男(文部科学技官),
鈴村崇文(文部科学技官)

従来からの継続として,ポピュレーション動態に関

する資料を収集し,各月毎にほぼ全個体の体重を測定し

ている.また集団内でおこった出来事や通年の変化につ

いて分析を進めている.

C)野生ニホンザルの保護および全国のニホンザル個体

群に関するデータベースの作成

渡遊邦夫,室山泰之,田中俊明

ニホンザル保護管理のために,全国の野生ニホンザ

ルに関するデータベースの作成,古分布の復元,ニホン

ザルに関する文献目録の作成などを行っている.

D)スラウェシマカクの研究

波速邦夫

インドネシア･中部スラウェシにおいて,トンケア

ンマカクと-ツクモンキー間の種間雑種の繁殖につい

ての継続観察をおこなっている.またスラウェシ島北部

のクロザル,南部のムーアモンキー,中部の-ツタモン

キーに関する野外調査をおこなった.

E)スマトラ中部における霊長類保全のための研究

渡遊邦夫､Rizaldi(外国人研究生)

インドネシア西スマ トラ州において,各種霊長類や

大中型は乳類の分布変遷の様子を明らかにすることを

目的として,現地住民-の聞き取り調査をおこなった.

F)中国秦嶺山系における金瓶喉の社会生態学的研究

波速邦夫

中国映西省秦嶺山系において,西安市の西北大学と

共同で金鮎沢の社会生態学的調査を行った.

G)農地に依存するニホンザル集団の生態学的調査

室山泰之,山田彩(大学院生)

農作物被害を引き起こしているニホンザルの複数

集団を対象として,ラジオテレメトリー法を用いた生態

調査を三重県中部 ･奈良県北部で行なった.
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H)ニホンザルによるEl%作物披掛 こ対する防除法の検討

室山泰之,田中俊明

特定の農作物に対する回避行動を形成する方法で

ある嫌悪条件付けの共用化と,既存の防除法である電気

柵や物理柵の効果測定および新しい防除技術の開発を

目的として,研究所内で飼育されているニホンザルを対

鋲に研究を行な.った.

I)被古管理モデルの検討

室山泰之

被害発生に関係する要因を組み込んだモデルを作
成し,被害管理システムの構築を試みた.

∫)児童虐待の行動生態学的研究

田中俊明

人間行動生倦学的な視点から,日本における児缶虐

待のパターンを分析した.

K)森林伐採とニホンザルの土地利用に関する研究

半谷吾郎(coE非常勤研究員)
屋久島で,伐採後さまざまな年数を経た森林でニホ

ンザルの密度と食物資源免についての調査を行い,伐採

直後はサルの食物が多くサルもそこをよく利用するこ

とを明らかにした.

L)食性と活動時間配分の季節変化に関する研究

半谷吾郎

食物の利用可能性や気温などの環境要因が屋久島

のニホンザルの食性と活動時間配分の季節変化に与え

る影響について研究した.

M)ニホンザルにおける社会的調整行動の発達に関す
る研究

Rizaldi,波速邦夫
ニホンザルが社会生活を送る上で盃要な攻撃行動

に際しての調整や転嫁,援助を求める行動などの発達に

ついて研究を行なった.

｢研究業績
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5) 波速邦夫 (2002)スラウェシのサル調査と最近の研
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1-19.
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自然 20:102-lop.
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3) 室山泰之 (2003)サルに食べさせるな-ニホンザル
の被害管理."森の野生動物に学ぶ 101のヒント":

138-139,日本林業技術協会,東京.
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ザル."森の野生動物に学ぶ 101のヒント":88-89,日

本林業技術協会,東京.

5) 室山泰之 (2003)霊長額の保全と管理."盃長和学の

すすめ":56･71,(京都大学霊長頬研究所 編)丸善,
東京.

6) 波速邦夫 (2002)さる学発祥の地から一宮崎県幸島

-."ニホンザルの自然誌":213-228,(大井徹,増井

憲一 編)東梅大学出版会,東京.

7) 法逸邦夫 (2003)アジア産忠長桁の生憶と進化.

"盃長叛学のすすめ":37-55,(京都大学霊長頬研究

所 編)京大人気言符苅シリーズ,丸野,東京.

◇学会発表等

1) Watanabe,K.(2002)Koshima monkeysand their
fiRy-year history. 19th Congress of Intemational

PrimatologicaISociety(Aug･2002,Beijing,China)･
【2) Watanabe,K.(2003)Diversity andconservationof

primatesinAsia.IntemationalSymposium under2lst
CenturyCOEProgramofKyotoUniversity(Mar.2003,
Kyoto,Japan).

3) Watanabe･K･(2003)RecentexpansionoftherangeOf
Japanese macaques,and associated management
probtems.WorkshopontheWildlifeManagementof
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AsianMacaques(Jam.2003,Inuyama,Japan).
4) Zhang,P.,Li,B.,Watanabe,K.,Tan,C.(2002)Does

alIogroomlngServeahygienicfunctionintheSichuan
snub一mosed monkey (Rinopi仙ecusroxellana)? 19th
Congressoflnternati6naIPrimatologiCalSociety(Aug.
2002,Beijing,China).

5) 践岡一雄,飯田景子,釜中慶朗,渡辺邦夫 (2002)
サル子宮内膜におけるダイオキシン関連遺伝子群

について.フォーラム2002:衛生薬学 ･環境 トキシ

コロジー (2002年 10月,広島)講演要旨集 :105.

6) 践岡一雄,飯田景子,釜中慶朗,渡迭邦夫 (2002)

サル子宮内膜におけるダイオキシン関嘩遺伝子群
について.フォーラム2002:衛生薬学 ･環境 トキシ

コロジー (日本薬学会環境衛生部会主催) (2002年

10月,広島).

7) 半谷吾郎,好康亮一,座馬耕一郎,松原始,大竹勝,

久保律子,野間直彦,揚妻直樹,高畑由起夫 (2002)
屋久島のニホンザル集団密度の決定要因.第 18回

日本霊長類学会大会 (2002年 7月,東京).

8) 半谷吾郎,座馬耕一郎,早石周平,好磨晃一,高畑

由起夫,釣谷洋輔 (2003)森林伐採が屋久島のニホ
ンザルの土地利用と食物資源量に与える影響.第

50回日本生態学会大会 (2003年3月,つくば).

9) 飯田景子,釜中慶朗,鈴木樹理,渡辺邦夫,安田峯

生,久保田俊一郎,浅岡一雄 (2002)ダイオキシン
班のサル子宮内膜におよぽす影響のDNAチップに

よる解析.-第 5回環境ホルモン学会 (2002年 11月,

広島)要旨集 :109.

10)飯田敦子,釜中慶朗,鈴木樹理,渡遊邦夫,安田峯

生,久保田俊一郎,浅岡一雄 (2002)ダイオキシン
焔のサル子宮内膜におよぼす影響の DNAチップに

よる解析.環境ホルモン学会第 5回研究発表会

(2002年 11月,広島).

ll)井上雅央,米田健一,前川寛之,′角山美穂,岩本和

彦,秀田車人,室山泰之 (2002)猿害対策における
北田取り組みの客観評価.応用動物昆虫学会中国支

部例会 (2002年 10月,出雲).

12)森明雄,渡過邦夫 (2002)オスのヒトリザル化の要

因.第 18回霊長類学会大会 (2002年7月,東京)霊

長頬研究 18(3):418.

13)室山泰之 (2002)ニホンザル用新型電気柵の検討.

節18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)塞

長類研究 18(3):386.

14)室山泰之 (2002)霊長類の被害管理モデル.日本晴

乳類学会2002年度大会 (2002年 10月,富山)講演
要旨集 :88.

15)杉浦秀樹,田中俊明,松原幹,半谷吾郎,早石周平,

早川祥子,香田啓貴,室山泰之,揚妻直樹,相場可

奈,小山陽子,柳原芳美 (2002)屋久島における野
生ニホンザルの個体数 ･出産率の変動.日本晴乳類

学会2002年度大会 (2002年 10月,富山)プログラ
ム ･講演要旨集 :136.

16)須賀丸 田中洋之,渡辺邦夫,Kal10nO,S.,RoJbik,

D.W (2003)スラウェシに生息するミツバチ3種の
_遺伝的分化とその保全.第 50回日本生態学会大会

(2003年3月,つくば)講演要旨集 :277.

17)田中洋之,Roubik,D.W.,須賀丈,柳沢直,渡辺邦夫,
田中美希子,BastianJr,S.T.,Kahono,S.,Mohamed,M.

(2003)オオミツバチの系統地理学的研究.第 50回

日本生態学会大会 (2003年 3月,つくば)講演要旨
集 :251.

◇講演

1) Kawamoto,Y.,Ohsawa,H.,Muroyama,Y.,Shirai,K.,
Araki,S.,Maekawa,S.,Nigi,H.,Maruhashi,T.,and
othermembersoftheWorkingGroupofWakayama
Taiw'an macaques. (2002) Hybridization problem
between native and introduced monkeys in
Japan.Intemational Symposium: Applicatiod of
Non-humanPrimatesinBiotechnologyfわrConseⅣation
andBiomedicaIResearch(Jul.2002,Bogor,Indonesia).

2) Ohsawa,H.,Kawamoto,Y.,Shirai,K.,Nigi,H.,
Maruhashi,T.,Maekawa,S.,Muroyama,Y.,Araki,S.,
OthermembersoftheWorkingGroupofWakayama
Taiwan macaque.S･(2002)InvasionofTaiwanmacaques
into Wakayama prefecture, Japan, and their
hybridizationwithJapanesemacaques:itshistoryand
thepresentstateorthepopulation.COEIntematinal
Symposium (Nov･2002,Inuyama,Japan)Abstracts:
105.

3) Watanabe,K.(2003)CurrentManagementProblemsof
AsianMacaques.SpecialLectureinPrimateResearch
Center,BogorAgriculturalUniversity (Mar.2003,
Bogor,Indonesia).

0人類進化モデルセンター
松林清明(センター長併任)∴景山節,

SachitananthamSrikantha(外国人客員教授),
平井啓久(遺伝子情報分野助教授兼任),

上野吉-,後藤俊二,鈴木樹理,

松林伸子 (教務技官),三輪宣勝(技官),

･熊崎晴則 (技官),阿部政光(技官),

釜中慶郎(技官),前田典彦 (技官),

加藤朗野(技官)

霊長類研究所は,人類進化モデル研究センターの研

究を実際に推進する場として,郊外にリサーチ･リソー

ス ･ステーション (RRS)の実現を計画し,概算要求計

画を作成したが,14年度より文部科学省のプロジェク

トとしてスター トしたナショナルバイオリソース計画

(RR2002)との整合性をとる必要があることから,RRS

の 15年度概算は見送りとなった.そのため,15年度は

RR2002｢マカクザルバイオリソース計画｣の委員会 (中

核機関は岡崎生理学研究所)の構成員として主に母群調

査や大規模繁殖施設計画の検討作業に参画し,実績を積

むことに努めた.マカクザルバイオリソース委員会は

14年度事業報告ヒアリングで大規模繁殖施設のひとつ
として霊長類研究所のRRSを推進する方向を打ち出し,
審査委員会もこの計画を承認したので,霊長類研究所が

RRSの概算要求を進める環境が整った.これを受けて,

当センターは 16年度概算要求に向けた作業を行ってい

る.RRSでは研究と平行してニホンザルの繁殖と供給を

行うことを当面の目的とし,用地の確保も進展している.

関係諸学会が研究用サルの適切な供給体制の生別言行を要

望していることもあり,野生ザルの直接の研究利用を避
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